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（2）本計画の事業の体系 

地域の多様な輸送資源の総動員により移動手段を確保し、そのうえで効率的で利便性の高い地域公共交通ネットワークを構築する。また、モードにとらわれ

ない一体的な運賃制度などの MaaS プラットフォームを整備し、円滑な市内移動を実現する。さらに、サービスを単に提供するだけでなく、利用者のお困り

ごとを総合的に対応する「交通コンシェルジュ」を設置することで、誰もが使いやすいネットワークを実現する。こうしたネットワーク形成やサービスの充実

により、免許返納しやすい環境づくりや働き方改革など、住みよいまちづくりに貢献する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基幹路線の強化 

 ④明知鉄道の１時間１本化 

◆支線の再編 

 ①まちなか移動手段の確保 

 ②笠周３町内の交通の見直し 

③タクシー昼間の利活用 

⑤高校生の帰宅支援 

⑥小中学校の送迎手段 

 

地域公共交通ネットワークの形成

◆モードを跨いだ運賃設定 

 ⑩定額制乗り放題運賃・年間パスポート 

⑪モードを跨いだ運賃設定 

◆運賃のキャッシュレス化 

 ⑦運賃のキャッシュレス化 

◆移動データの取得 

 ①まちなか移動手段の確保（再掲） 

 ⑫移動データの取得 

◆路線検索システムの構築 

⑧人とアプリによる「交通コンシェルジュ」 

⑨市内のデマンド運行の配車オペレータの統合

MaaS プラットフォームの整備

地域公共交通をより効率的で便利にするとともに、 

モードと目的地を円滑につなぐ MaaS プラットフォームの整備で、誰もが使いやすいネットワークを実現 

地域の多様な輸送資源の総動員 
 

行き先探しや予約等の 

お困りごとに親身に対応 

公共交通利用者のお困りごとを解消する「交通コンシェルジュ」

市民や来訪者などの利用者 

（アプリ） 

検索・予約・決済システム

（人） 

オペレータ 

【住みよいまちづくり】 

○免許返納しやすい環境 

○交通弱者の行動範囲の拡大 

○夕方の渋滞緩和 

○親・高校生の通学負担の軽減 

○まちの賑わい 

○交通事業者の働き方改革・雇

用の拡大 

○交流人口の拡大 

natsuko_toida
テキストボックス

natsuko_toida
テキストボックス

natsuko_toida
テキストボックス
資料　1




